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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年6月1日(2017.6.1)

【公開番号】特開2015-220478(P2015-220478A)
【公開日】平成27年12月7日(2015.12.7)
【年通号数】公開・登録公報2015-076
【出願番号】特願2014-100229(P2014-100229)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/66     　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月14日(2017.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、付加レンズ７０は、アスペクト比１６：９の画像を２．３５：１のシネマスコー
プサイズに画角を拡大するアナモフィックレンズを想定するが、これには限定されない。
また、集光特性が直交する２方向で異なるトーリックレンズやシリンドリカルレンズ等の
非軸対称レンズや、画像光を半球状の投写面に投写する魚眼レンズ等も想定できる。
　装着検出部５８は、投写光学系６６に付加レンズ７０が装着されたことを検出し、装着
を示す装着信号をＯＳＤモード決定部４２に送る。本実施形態では、押圧スイッチや光電
スイッチ等で付加レンズ７０の着脱を検出する態様を想定するが、これには限定されない
。例えば、投写画像を撮影するためのＣＣＤカメラをプロジェクター１０が備える場合、
ＣＣＤカメラが撮影した投写画像のサイズ等を解析して付加レンズ７０の装着を判断して
も良い。尚、装着検出部５８は検出部に相当する。
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